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研究成果の概要（和文）：ポストモダン、あるいはポストコロニアルと称される現状において、

かつてのヨーロッパ的なもの、あるいは近代的なものと相対峙するアジア的美意識を貫通する

もの、そしてそこから生み出された固有な芸術的創造性、すなわち「アジアの美学」の可能性

を探求した。研究期間中、インドネシア、日本、台湾、中国で国際研究大会（アジア芸術学会・

会長神林恒道）を開催し、アジア諸国の芸術学研究者との相互理解を深めることが出来た。2008
年からは機関誌 The Journal o  Asian A ts & Aestheticsを刊行し、その成果を発表している。
また韓国近現代美術史、中国美学史を翻訳、アジア諸国の国際研究交流に大きな貢献をなした。 
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研究成果の概要（英文）：Under the present situation, called post-modern or post-colonial, we 
tried to research for the possibility of Asian Aesthetics, based on our common sensitivity. It 
must be a critical aesthetics toward modern European aesthetics as before. Within a term 
of our research, we could open the international conference four times in various Asian 
countries and promote our mutual understanding. From 2008, we have issued the official 
bulletin, The Journal o Asian Arts & Aesthe ics, two times a year, where our academic 
results were printed. Our translation works of Asian modern art history and Asian 
traditional aesthetics also made a great contribution to cultural exchange between each 
country.. 
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１．研究開始当初の背景  2001 年アジアで初めて、第十五回国際美



学会議が催された。会議終了後、当時の美学
会会長神林の発案と企画により立命館大学
の全面的な協力を得て、国際シンポジウム
「芸術のアジア－外からの眼差しと内から
の応え」が開催され、大きな反響があった。
これを契機に、アジア諸国の美学芸術学研究
者が中心となって「アジア芸術学会」が結成
された。その後、立命館大学 21世紀 COEプ
ログラムと連動するかたちで、「アジア的美
意識」の研究を、欧米・アジア諸国の美学芸
術学研究者（米国カリフォルニア大学・マル
ラ教授、米国フロリダ大学・シュスターマン
教授、ドイツ・ミュンヘン大学ヘンクマン教
授、トルコ・アンカラ工科大学・エルツェン
教授、韓国ソウル大学・金文煥教授、金英那
教授、中国武漢大学・陳望衡教授、台湾・国
立台湾芸術大学教授・林保尭教授、インドネ
シア・国立ジョクジャカルタ芸術大学・バン
ダム教授他）の協力を得て推進してきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、これまでの欧米中心の美
学芸術学研究に対して、アジア固有の美意識
に根差した汎アジア的美学芸術学、つまりポ
ストモダン的状況を見すえた「アジアの美
学」の確立にある。 
３．研究の方法 
 そのために韓国、台湾、中国、インドネシ
ア、トルコなど、アジア諸国の研究者と提携
して国際研究集会を、研究期間中に４回にわ
たって開催した。その成果として「台湾美学
芸術学学会」など、各地に「アジア芸術学会」
の研究拠点が立ち上げられた。民族主義的な
偏向を回避するために、欧米の芸術学研究者
をも招聘して、研究の公正を期した。基盤研
究（A）の研究分担者をアジア近代「美学」
研究班、アジア近代「美術」研究班、アジア
伝統「伝統技能・芸能」研究班、アジアにお
ける「ミュージアム・美術教育制度」研究班
に組織して研究を展開した。 
４．研究成果 
 ４回に及ぶ国際研究集会のテーマを列挙
すれば次の通りである。「アジア美学の可能
性」（インドネシア・バリ島）「アジア芸術学
の新たなる潮流」（日本・京都）「殖民・都市・
文化政策」（台湾・台北）「城市公共芸術」（中
国・襄樊）。これらの研究（研究発表・シン
ポジウム）の主要な成果は、この研究期間に
立ち上げられたアジア芸術学会研究機関誌
The Journal of Asian Arts & Aesthetics に
記載されている。研究者同士の国際交流も頻
繁に行われた。アジア諸国相互の研究紹介の
ための翻訳の実績なども、今回の研究成果と
して挙げてもよかろうと思う。 
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